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このたび、第 11回 日本関節鏡・膝・スポーツ整形外

科学会 （11th JOSKAS）を令和元年（2019 年）6 月

13 日（木）・14 日（金）・15 日（土）に札幌コンベン

ションセンターで開催させて頂きますことを大変光栄に存

じます。第 11回となる本会では、次の新しい 10年への

さらなる発展を期して、“融合、革新、そして次の 10年

へ”をテーマとして掲げました。

“融合”では、アジア太平洋膝・関節鏡・スポーツ医学

会（APKASS）からアジアの会長や海外招待者を含む、

15つの国際シンポジウム、6つの国際パネルディスカッ

ションを企画しました。また、若い医師に匠の技と心を伝

える 5つの歴代会長の奥義セッションを組みました。さ

らに、医工連携やオリンピックレガシーを見据えたアス

リート・チームマネージメントのセッションなどを企画し

ました。

一方、“革新”では、国際シンポジウム/パネルディス

カションのほか、膝、関節鏡、スポーツ整形外科領域の革

新的領域を議論する、７つのシンポジウム・6つのパネル

ディスカションを編成しました。加えて、軟骨、半月、お

よび脊髄領域の再生医療の現状と展望を国内外の第一人者

とともに議論するシンポジウムを編成しました。

第 1日目には、開会式を行い、その後、元サッカー日

本代表監督、岡田武史様による文化講演を予定してしま

す。第 2 日目には、軟骨再生医療のレジェンド・Lars

Peterson先生に招待講演を頂きます。そして、全員懇親

会を開催し、会では東京オリン

ピック誘致を決定づけた、

｢enra｣のライブパフォーマンス

をお楽しみ頂けます。また、恒

例のつなひき（JOSKAS カッ

プ）、3× 3バスケットボールの決勝を行い、優勝者を表

彰します。さらに、優秀ポスター賞、学会長奨励賞（コメ

ディカル）も表彰する予定です。

第 3日目には、関節鏡セミナーを併催致します。日本

の膝・肩・足・股関節鏡の基礎的知識と技術の習得に是非

役立ててください。普段は訊くことができない、国内随一

の関節鏡エキスパートから直接、講義と指導を頂きます。

膝関節ではブタ膝関節を用いた実技研修も予定していま

す。奮ってご応募ください。

これまで、本学会の多くの先達のご尽力によって、整形

外科・スポーツ医学・医療が発展してきました。今後さら

なる発展を期するためにも、どうか皆様方の活発なご討論

をいただきますようお願い申し上げます。JO“Y”

SKASとポスターにしましたように、楽しくなければ学

会ではありません。学問の知的好奇心を高め、議論しなが

ら、より高みを目指し、明日からの患者の健康・福祉に貢

献することが私たちの使命です。どうか、多くの皆様方の

ご参加と活発なご討論を心よりお願い申し上げます。

最後に、本学会の開催にご支援・ご尽力いただきまし

た、多くの皆様に改めて厚く御礼申し上げます。
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このたびは、JOSAS と SIGASCOT が連携するトラベリングフェ

ローとして、9 月 22 日から 10 月 5 日にかけて、ローマ、ミラノ、

ヴェローナ、サッスオーロ、ボローニャと 5つの都市を訪問いたしま

した。このイタリアでの 2週間は私の人生で最も大切な思い出の 1つ

となり、帰国後も日々の診療・研究の励みになっています。

このような素晴らしい機会を与えていただきました JOSKAS執行部

の皆様、SIGASCOT Traveling Fellowship関係者の方々、帝京大学

整形外科の皆様に心よりお礼申し上げます。また、心から楽しむことを

全力で教えてくださいました Godfatherの出家先生、常に傍でサポー

トしてくださいました原藤先生、本当にありがとうございました。

SIGASCOT Travelling Fellowshipに 2週間行かせていただきまし

た。訪問前に私は目標として、「イタリアの医療を学ぶ」ことしか考え

ておりませんでした。実際に訪問してみると、先生方から毎日

Hospitalityをもってもてなしていただき、大変楽しい 2週間になりま

した。医療のレベルも素晴らしく、私のモチベーションアップにつな

がっております。また、御一緒していただいた出家教授と安井先生のお

二人には仲良くしていただき本当にありがとうございました。このよう

な大変貴重な機会を与えて下さいました JOSKAS理事の先生方並びに

御指導頂いた SIGASCOTの諸先生方に心より深謝致します。

帝京大学 整形外科 安井 洋一
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JOSKAS-SIGASCOT

Traveling

Fellowship 報告

慶應義塾大学 整形外科 原藤 健吾

SCHEDULE
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JOSKASニュースレター第 13号をお届けします。本号で

は、内尾祐司先生の第 11 回 JOSKAS 会長ご挨拶、原藤健

吾・安井洋一の両先生によるトラベリングフェロー報告、北村

信人先生による委員会紹介を掲載させていただきました。学会

をはじめ、人による組織団体には、世代交代がみられます。

JOSKAS 発足以降、先達の先生方の素晴らしいお仕事によ

り、また若い先生方の新たなご活躍により、この学会は世代交

代をしながら着実に発展しています。本号も、内尾会長と北村

委員長ら学会中枢からの記事と、若手の原藤・安井両先生から

の記事で、世代バランス良く構成されています。今後も、

JOSKASの更なる発展が期待されます。会員の皆様のご協力

を宜しくお願い致します。

編集後記 ニュースレター委員会 中伊豆リハビリテーションセンター 園田 昌毅

11th JOSKAS

■会 期：2019年 6月 13日（木）∼15日（土）

■会 場：札幌コンベンションセンター

〒 003-0006 北海道札幌市白石区東札幌 6条 1丁目 1-1 TEL：011-817-1010

■会 長：内尾 祐司（島根大学 整形外科学教室）

■テーマ：融合、革新、そして次の 10年へ─Merge and Innovate for the Next Decade─

■U R L：https://site2.convention.co.jp/11joskas/

■お問合せ先：〈運営事務局〉 日本コンベンションサービス株式会社

〒 541-0042 大阪市中央区今橋 4-4-7 京阪神淀屋橋ビル 2F

TEL 06-6221-5933 FAX 06-6221-5938 E-mail 11joskas@convention.co.jp

会 告

JOSKAS定款等検討委員会は、岡崎賢先生（担当理事）、吉矢晋一先生（アドバイ

ザー）、眞島任史先生、園田昌毅先生、橋本祐介先生、前田朗先生、本庄宏司先生、

小川宗弘先生、三嶋真爾先生、私の計 10名で構成されています。2015年度より私

が委員長を拝命し、委員会を運営させていただいています。

JOSKASの定款は、学会が 2013年に一般社団法人に移行した際に法人の設立と

ともに正式に制定されています。定款は法人の根本規則であり、学会運営には必須の

いわば憲法のようなものです。JOSKASは会員数 4,000名を越える巨大組織へと発

展し、学会運営、学会主体のプロジェクトの発信など、会員や社会に与える影響も次

第に大きくなっています。委員会では、学会をスムーズに運営していくために、また

現場での細かな運用や法令・法規の改訂に伴う社会の変化に対応するために、定款に

関する規定・規則の改正、新たな規則の作成などを検討しています。これまでに入退

会や会員に関する諸規則、学会賞に関する規則などを作成し検討してきました。現

在、改正個人情報保護法に対応した諸規則の整備もすすめています。

定款と諸規則の整合性を確認し他の委員会からの助言を頂きながら地道な活動をし

ていますが、将来の JOSKASの発展において重要な委員会です。今後も JOSKAS

のスムーズな運営のために尽力してまいります。会員の皆様には、引き続きご支援賜

りますよう宜しくお願いいたします。

JOSKAS
Japanese Orthopaedic Society of Knee,

Arthroscopy and Sports Medicine

委員会紹介

聖路加国際病院

整形外科

北村 信人

定款等検討委員会


